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【 用途 】ＢＣＳＨ７２０６ 開発セット向け 

 

【 プログラム内容 】 

①ポートを読み表示する 

②配列の全データを見る 

③配列の特定のデータを見る 

④特定のメモリのデータを読む 

⑤連続したメモリのデータを読む 

 

【 プログラム 】 

/* 

 sample9p SH【 printf デバック２ 】    

  

 題名：レジスタ、メモリの内容を SIO モニタ（フォースビュー）に表示する。 

 

 SIO 出力関数名 print_sio 

  

 ①ポートを読み表示する 

 ②配列の全データを見る 

 ③配列の特定のデータを見る 

 ④特定のメモリのデータを読む 

 ⑤連続したメモリのデータを読む 

 

 Copyright Beyond the river Inc. 20060916 

  

*/ 

 

 

#include "SH7206.h" 

#include "mov200MHz.h" 

#include "sio.h" 

ｓａｍｐｌｅ９ｐ【 ベータ版 ２００６／９／１６ 】 
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#include "printf_SH.h" 

 

#define printf print_sio  

 

①#define DATA_RAM  (*(volatile unsigned char *)0xfff80000) 

②#define RENZ_RAM ((volatile char *)0xfff88000) 

 

 

int main(void) 

{ 

③char a[]="0123456789ABC"; 

④char *p; 

//unsigned char c1,c2,c3; 

 

 

 //200MHz 動作 

  

 mov200MHz(); 

 

 //SIO イニシャル 

  

 init_SIO1(); 

  

 //ＰＥを入力ポートに設定 

  

 ⑤PEIORL = 0; 

  

 //１つのメモリの読み書き 

  

 ⑥DATA_RAM = 0x41; 

  

 //連続したメモリの読み書き 

  

 ⑦p = RENZ_RAM; 

 *p = 0x41;p++; 

 *p = 0x42;p++; 
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 *p = 0x43;p++; 

 *p = 0x44;p++; 

 *p = 0x45;p++; 

 *p = 0x00; 

 ⑧p -= 5;     //アドレス前に戻す 

  

 //SIO モニタ 

 

 //1 行目表示 

 ⑨printf("¥nPEDRL=%x",PEDRL);  //ポートを読む 

  

 //2 行目表示 

 ⑩printf("¥nchar a[ ]=%s",&a);  //文字列を読む 

  

 //3 行目表示 

 ⑪printf("¥nchar a[5]=%c",&a[5]);  //文字列の中の１文字を読む 

   

 //4 行目表示 

 ⑫printf("¥nm1=%x m2=%s",DATA_RAM,p); //メモリの内容を読む 

  

 while(1) 

 { 

  

 }  

   

} 
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【 解説 】 

 

 

①#define DATA_RAM  (*(volatile unsigned char *)0xfff80000) 

0xfff80000 という絶対アドレスの名前を定義しています。 

②#define RENZ_RAM ((volatile char *)0xfff88000) 

ポインタでアクセスするために、先頭アドレスを設定しています。 

③char a[]="0123456789ABC"; 

文字列の設定です。 

④char *p; 

ポインタの名前を設定しています。 

⑤PEIORL = 0; 

PEDRL を読み込むので、入力に設定しています。  

⑥ DATA_RAM = 0x41; 

0xfff80000 番地に 0x41 を書き込みました。  

⑦ p = RENZ_RAM; 

 *p = 0x41;p++; 

 *p = 0x42;p++; 

 *p = 0x43;p++; 

 *p = 0x44;p++; 

 *p = 0x45;p++; 

 *p = 0x00; 

0xfff88000 番地から 0x41,0x42、、、0x45 まで書き込みます。 
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⑧ p -= 5;     //アドレス前に戻す 

 後の都合上、アドレスを先頭に戻しています。 

⑨printf("¥nPEDRL=%x",PEDRL);  //ポートを読む 

 PEDRL のデータが SIO モニタに表示されます。同様の方法で SH の全てのレジスタは読み込み、表示する

ことができます。なお、表示は 16 ビット固定で、8 ビットレジスタの場合、上位は 00 となり意味を持ち

ません。 

⑩ printf("¥nchar a[ ]=%s",&a);  //文字列を読む 

 文字列を全て表示します。「0123456789ABC」   

⑪ printf("¥nchar a[5]=%c",&a[5]);  //文字列の中の１文字を読む 

 文字列の 5 番目のみ表示します。     

 //4 行目表示 

⑫ printf("¥nm1=%x m2=%s",DATA_RAM,p); //メモリの内容を読む 

 ｍ１＝DATA_RAM=0xfff80000 番地のデータを表示します。 

 ｍ２＝p（ポインタ p）で示されるアドレスからの文字列を表示します。０ｘ４１、０ｘ４２、、、ですの

で、文字表示では ABCD、、（アスキーコード）となります。  

 

 以上、sample8p、sample9p と２つのサンプルプログラムで printf デバック、printf 関数の使い方につ

いて説明いたしました。特別なハードウエアを必要としないシンプルなデバック環境が構築できると思い

ます。 
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